
⽇
本
家
族
社
会
学
会
（
神
⼾
学
院
⼤
）

20
19
年

9⽉
14
⽇
④
出
⽣

(D
21

2)

⼦
育
て
環
境
の
地
域
性
と
出
⽣
⼒
：

市
区
町
村
デ
ー
タ
か
ら
の
接
近

岩
澤
美
帆
（
国
⽴
社
会
保
障
・
⼈
⼝
問
題
研
究
所
）

鈴
⽊
貴
⼠
（
筑
波
⼤
学
・
院
）

本
研
究
は
，
厚
⽣
労
働
⾏
政
推
進
調
査
事
業
費
補
助
⾦
（
政
策
科
学
総
合
研
究
事
業
（
政
策
科
学
推
進
研
究
事
業
）
）
「
国
際
的
・
地
域
的
視
野

か
ら
⾒
た
少
⼦
化
・
⾼
齢
化
の
新
潮
流
に
対
応
し
た
⼈
⼝
分
析
・
将
来
推
計
と
そ
の
応
⽤
に
関
す
る
研
究
（
研
究
代
表
者
⽯
井
太
、
課
題
番
号

（
H
2
9
‐政
策

‐指
定

‐0
0
3
）
）
」
に
よ
る
助
成
を
受
け
た
。

市
区
町
村
マ
ク
ロ
指
標
に
つ
い
て
、
国
⽴
社
会
保
障
・
⼈
⼝
問
題
研
究
所
の
鎌
⽥
健
司
⽒
に
協
⼒
を
得
た
。

1

背
景

•「
ど
の
よ
う
な
⼦
育
て
⽀
援
策
が
、
親
の
⼦
育
て
負
担
を
緩

和
し
、
出
⽣
⾏
動
に
結
び
つ
く
の
か
？
」
（
政
策
的
関
⼼
）

•計
量
分
野
に
お
け
る
挑
戦

•
政
策
変
数
と
出
⽣
⼒
・
出
⽣
⾏
動
と
の
関
係
を
検
証

•
計
量
モ
デ
ル
の
精
緻
化

(樋
⼝
ほ
か

2
0
1
6
)の
⼀
⽅
で
「
残
さ
れ
た

課
題
」

①
個
⼈
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
の
限
界

②
結
果
変
数
と
し
て
の
合
計
特
殊
出
⽣
率
の
限
界
（
と
く
に
⽇
本
の
⽂

脈
）

2

本
研
究
で
は
２
つ
の
「
残
さ
れ
た
課
題
」
に
挑
戦

•
個
⼈
ベ
ー
ス
モ
デ
ル
の
限
界
（
Th

év
en

o
n

2
0
1
6
）

•
政
策
介
⼊
の
個
⼈
の
⻑
期
的
意
思
決
定
へ
の
複
雑
な
影
響
過
程

•
政
策
介
⼊
の
⾮
ラ
ン
ダ
ム
性
・
⾮
独
⽴
性
（
経
路
依
存
）

•
組
み
合
わ
せ
効
果
、
⽂
脈
効
果
の
存
在

(R
in
d
fu
ss

2
0
1
6
, 中

村
2
0
1
6
, ⼭

内
2
0
1
6
)

•
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
モ
デ
ル
の
活
⽤

(鎌
⽥

2
0
1
3
, H

ar
kn

et
t
et
 a
l.2

0
1
4
)

•
地
域
を
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
分
類

←
今
回
の
挑
戦

•
結
婚
⼒
に
依
存
す
る
出
⽣
⼒
指
標
の
限
界
（
と
く
に
⽇
本
の
⽂
脈
）

•
⼦
育
て
⽀
援
策
の
結
果
変
数
と
し
て
「
合
計

(特
殊

)出
⽣
率

(T
FR

)」
は
適
切
か
？

•
様
々
な
相
対
有
配
偶
出
⽣
率
指
標
（

C
o
al
e
an

d
 W

at
ki
n
s 
1
9
8
6
, ⼩

池
2
0
1
0
)

•
TF
Rを

有
配
偶
率
で
統
制
し
た
相
対
夫
婦
出
⽣
⼒
指
数
（
岩
澤
ほ
か

20
19

)を
利
⽤

←
今
回
の
挑
戦

3

市
区
町
村
の
相
対
的
夫
婦
出
⽣
⼒
を
測
る
（
模
式
図
）

岩
澤
美
帆
・
⾦
⼦
隆
⼀
・
菅
桂
太
・
余
⽥
翔
平
・
鎌
⽥
健
司

(2
0
1
9
)「
都
道
府
県
を
標
準
と
し
た
市
区
町
村
別
間
接
標
準
化
合
計
出
⽣
率
と
夫
婦

出
⽣
⼒
指
標
の
推
計
」
『
国
際
的
・
地
域
的
視
野
か
ら
⾒
た
少
⼦
化
・
⾼
齢
化
の
新
潮
流
に
対
応
し
た
⼈
⼝
分
析
・
将
来
推
計
と
そ
の
応
⽤
に
関

す
る
研
究
（
平
成

3
0
年
度
）
総
括
研
究
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
⽯
井
太
）
』

, p
p
.1
4
7
‐1
6
2
.

4
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5

相
対
夫
婦
出
⽣
⼒

20
15
年

有
配
偶
率
効
果
を
統
制
し
た
相
対
夫
婦
出
⽣
⼒
指
数

分
析
概
要

①
全
国
市
区
町
村
の
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
（
主
に

2
0
1
5
年
）

②
⼈
⼝
レ
ジ
ー
ム
・
⼦
育
て
環
境
変
数
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析

•
k-
m
ea
ns
法
に
よ
り
全
市
区
町
村
を
9グ

ル
ー
プ
に

•
各
ク
ラ
ス
タ
ー
を
解
釈

•
ど
の
よ
う
な
環
境
で
出
⽣
⼒
、
結
婚
⼒
、
夫
婦
出
⽣
⼒
は
⾼
い
の
か
？

③
ク
ラ
ス
タ
ー
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
環
境

(X
)が
夫
婦
出
⽣
⼒

(Y
)と
関
係
す

る
の
か
を
重
回
帰
モ
デ
ル
で
検
証

•
相
対
夫
婦
出
⽣
⼒
指
数
を
従
属
変
数
に
し
た
重
回
帰
モ
デ
ル
（
最
⼩
⼆

乗
法
）

•
⽂
脈
に
よ
っ
て
出
⽣
に
関
係
す
る
⼦
育
て
⽀
援
は
ど
う
異
な
る
の
か
？

6

マ
ク
ロ
デ
ー
タ

: 市
区
町
村
指
標

(主
に

20
15
年

)

7

結
果

•9
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
選
択
。
ク
ラ
ス
タ
ー
ご
と
の
変

数
値
を
確
認

•
ど
の
よ
う
な
特
徴
か
？

•
地
域
的
分
布
を
確
認

•
ク
ラ
ス
タ
ー
と
出
⽣
⼒
の
関
係

•ク
ラ
ス
タ
ー
ご
と
に
重
回
帰
分
析

•
そ
れ
ぞ
れ
の
⽂
脈
に
お
い
て
出
⽣
⼒
と
関
係
が
強
い
要
素
は

何
か
？

8
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ク
ラ
ス
タ
ー
と
各
変
数
平
均
値

ク
ラ
ス
タ
ー
の
解
釈

9

※
福
島
は
県
境
域

※
1
,7
9
9
⾃
治
体
（

2
0
1
5
年
３
⽉
時
点
、
福

島
県
内
除
く
）
の
う
ち
⽋
損
値
情
報
が
な

い
⾃
治
体
数

1
,7
9
0

1
0

※
福
島
は
県
境
域

1
1

⾼
出
⽣

ど
の
よ
う
な
地
域
で
出
⽣
⼒
は
⾼
い
の
か
ー
結
婚
⼒
？
夫
婦
出
⽣
⼒
？ 低

出
⽣ 1

2
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ど
の
よ
う
な
環
境
が
夫
婦
出
⽣
⼒
と
関
係
し
て
い
る
の
か
？

ク
ラ
ス
タ
ー
（
地
域
特
性
）
に
よ
る
違
い

1
3

結
果
１

•
⼈
⼝
レ
ジ
ー
ム
、
⼦
育
て
環
境
を
考
慮
し
、
⽇
本
を
９
つ
の
地

域
に
分
類
。

•
こ
の
中
で
、
結
婚
⼒
が
⾼
い
の
は
「
北
海
道
⻑
労
」
「
共
働
き

W
LB
」
「
市
部
近
郊
」

•
夫
婦
出
⽣
⼒
が
⾼
い
の
は
「
市
部
⼥
性
キ
ャ
リ
ア
」
「
共
働
き

W
LB
」
「
⻄
⽇
本
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」

•
⼀
⽅
、
結
婚
⼒
が
低
い
の
は
「
男
性
ス
ロ
ー
低
結
婚
」
「
区
部

近
郊
」

•
夫
婦
出
⽣
⼒
が
低
い
の
は
「
北
海
道
⻑
労
」
「
区
部
近
郊
」

「
市
部
近
郊
」

1
4

結
果
２

•そ
れ
ぞ
れ
の
⽂
脈
の
中
で
、
夫
婦
出
⽣
⼒
と
関
連
す
る

の
は
、

1
5

結
論

•全
般
的
に
、
男
⼥
の
適
度
な
労
働
時
間
、
育
休
の
利
⽤
、

保
育
園
の
利
⽤
は
、
夫
婦
出
⽣
⼒
と
正
の
関
係
。

•⼀
⽅
で
、
地
域
の
⽂
脈
に
よ
っ
て
関
係
す
る
変
数
に
差
異
。

こ
う
し
た
分
析
は
、
地
域
の
⽂
脈
を
考
慮
し
た
⼦
育
て
⽀

援
策
の
強
化
に
つ
な
が
る
。

•
「
共
働
き

W
LB
」
地
域
で
は
⼥
性
の
労
働
時
間
は
正
、
男
性
の
労
働
時

間
は
負

•
「
市
部
近
郊
」
「
区
部
近
郊
」
で
は
保
育
所
利
⽤
割
合
が
正
（
以
上

3
地
域
で
出
⽣
数

7
割
）

•
「
男
性
ス
ロ
ー
低
結
婚
」
で
は
、
⼥
性
の
労
働
時
間
が
正

•
「
共
働
き

W
LB
」
「
⻄
⽇
本
ス
ロ
ー
」
「
市
部
近
郊
」
で
は
三
世
代
同

居
割
合
が
負

1
6
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⽂
献

樋
口
美
雄
・
坂
本
和
靖
・
萩
原
里
紗

(2
01

6)
「
女
性
の
結
婚
・
出
産
・
就
業
の
制
約
要
因
と
諸
対
策
の
効
果
検
証
：
家
計

パ
ネ
ル
調
査
に
よ
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
分
析
」
『
三
田
商
学
研
究
』

58
(6

): 
29

-5
7.

Th
év

en
on

, O
liv

ie
r (

20
16

). 
“T

he
 in

flu
en

ce
 o

f f
am

ily
 p

ol
ic

ie
s o

n 
fe

rti
lit

y 
in

 F
ra

nc
e:

 L
es

so
ns

 fr
om

 th
e 

pa
st

 a
nd

 p
ro

sp
ec

ts
 fo

r t
he

 fu
tu

re
” 

in
 R

in
df

us
s, 

R
on

al
d 

R
. a

nd
 C

ho
e,

 M
in

ja
K

. (
ed

s.)
, L

ow
 F

er
ti

li
ty

, I
ns

ti
tu

ti
on

s,
 a

nd
 T

he
ir

 P
ol

ic
ie

s:
 V

ar
ia

ti
on

s 
ac

ro
ss

 I
nd

us
tr

ia
li

ze
d 

C
ou

nt
ri

es
(p

p.
 4

9-
76

). 
Sp

rin
ge

r.

R
in

df
us

s, 
R

on
al

d 
R

. &
 C

ho
e,

 M
in

ja
K

. (
20

16
). 

“D
iv

er
se

 p
at

hs
 to

 lo
w

 a
nd

 lo
w

er
 fe

rti
lit

y:
 A

n 
ov

er
vi

ew
“ 

in
 R

in
df

us
s, 

R
on

al
d 

R
. a

nd
 

C
ho

e,
 M

in
ja

K
. (

ed
s.)

, L
ow

 F
er

ti
li

ty
, I

ns
ti

tu
ti

on
s,

 a
nd

 T
he

ir
 P

ol
ic

ie
s 

(p
p.

 1
-1

1)
. S

pr
in

ge
r.

中
村
真
由
美

(2
01

6)
「
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お
け
る
出
生
率
の
違
い
－
富
山
と
福
井
の
比
較
か
ら
－
」
『
家
族
社
会
学
研
究
』

28
(1

),p
p.

26
-4

2.

山
内
昌
和

(2
01

6)
「
東
京
大
都
市
圏
に
居
住
す
る
夫
婦
の
最
終
的
な
子
ど
も
数
は
な
ぜ
少
な
い
の
か

―
第

4回
・
第

5回
全
国
家
庭
動
向
調
査
を

用
い
た
人
口
学
的
検
討

―
」
『
人
口
問
題
研
究
』

72
(2

):7
3-

98
.

鎌
田
健
司

(2
01

3)
「
地
域
の
就
業
・
子
育
て
環
境
と
出
生
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
－
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る
検
証
－
」
『
人
口
問

題
研
究
』
第

69
巻
第

1号
, p

p.
42

-6
6.

H
ar

kn
et

t, 
K

., 
B

ill
ar

i, 
F.

 C
., 

&
 M

ed
al

ia
, C

. (
20

14
). 

“D
o 

fa
m

ily
 su

pp
or

t e
nv

iro
nm

en
ts

 in
flu

en
ce

 fe
rti

lit
y?

 E
vi

de
nc

e 
fr

om
 2

0 
Eu

ro
pe

an
 

co
un

tri
es

” 
E

ur
op

ea
n 

Jo
ur

na
l o

f P
op

ul
at

io
n,

 3
0(

1)
:1

-3
3.

加
藤

久
和

(2
01

7)
「
市
区
町
村
別
に
み
た
出
生
率
格
差
と
そ
の
要
因
に
関
す
る
分
析

(特
集

人
口
減
少
と
地
方
経
済

)」
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

レ
ビ
ュ
ー
』
平
成

29
年
第
３
号

(第
13

1号
),p

p.
6-

23
.

C
oa

le
, A

. J
. a

nd
 S

. C
. W

at
ki

ns
 (1

98
6)

 T
he

 D
ec

li
ne

 o
f F

er
ti

li
ty

 in
 E

ur
op

e:
 th

e 
R

ev
is

ed
 P

ro
ce

ed
in

gs
 o

f a
 C

on
fe

re
nc

e 
on

 th
e 

P
ri

nc
et

on
 

E
ur

op
ea

n 
F

er
ti

li
ty

 P
ro

je
ct

, P
rin

ce
to

n 
U

ni
ve

rs
ity

 P
re

ss
.

小
池
司
朗

(2
01

0)
「

G
IS
を
利
用
し
た
戦
前
市
区
町
村
別
出
生
力
」
『
地
域
人
口
か
ら
み
た
日
本
の
人
口
転
換
』
古
今
書
院

,p
p.

16
9-

19
2.

 

岩
澤
美
帆
・
金
子
隆
一
・
菅
桂
太
・
余
田
翔
平
・
鎌
田
健
司

(2
01

9)
「
都
道
府
県
を
標
準
と
し
た
市
区
町
村
別
間
接
標
準
化
合
計
出
生
率
と
夫

婦
出
生
力
指
標
の
推
計
」
『
国
際
的
・
地
域
的
視
野
か
ら
見
た
少
子
化
・
高
齢
化
の
新
潮
流
に
対
応
し
た
人
口
分
析
・
将
来
推
計
と
そ
の
応
用

に
関
す
る
研
究
（
平
成

30
年
度
）
総
括
研
究
報
告
書
（
研
究
代
表
者
：
石
井
太
）
』

, p
p.

14
7-

16
2.

D
em

en
y,

 P
au

l(2
00

5)
“P

ol
ic

y 
ch

al
le

ng
es

 o
f E

ur
op

e’
s d

em
og

ra
ph

ic
 c

ha
ng

es
: F

ro
m

 p
as

t p
er

sp
ec

tiv
es

 to
 fu

tu
re

 p
ro

sp
ec

ts
” 

in
 M

iro
sl

av
 

M
ac

ur
a

et
 a

l. 
(e

ds
.),

 T
he

 N
ew

 D
em

og
ra

ph
ic

 R
eg

im
e:

 P
op
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n 

C
ha

ll
en

ge
s 

an
d 

P
ol

ic
y 

R
es

po
ns

es
. N

ew
 Y

or
k:

 U
ni

te
d 

N
at

io
ns

, p
p.

 1
–9

. 1
7
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